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     グダリ沼・田代湿原の植生・景観保全のための提言

1. グダリ沼は水量が減少し源流部では、本来の植生が衰退してい

るが、中流・下流域では本来の景観は維持されている事。 

2. 田代高原のヤナギランはロープで立ち入り規制はしているが、

肝心の 刈り払いや野焼きをしないため、衰退の一途を辿ってい

る事。 

3. 田代湿原は乾燥化により、葦、笹が侵入し本来の湿原植物が減

少の一途を辿って生物多様性が失われつつある事。 

4. しかしながらごく一部に、本来の植生が維持されていて希少価値

が高まっている事。

5. 田代高原は、岩手八幡平市の安比高原に較べて環境・交通の便

に恵まれている割には、景観保持の努力がなされていない事。 

6. 総括として、グダリ沼の名の由来を会として明確に規定すると共

に必要な施策については、会として発言したい事。 

　　２０１０年３月３１日
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